
　市では、通常業務を通じて、温室効果ガスの排出を抑制することにより、地球温暖化対策の推進を図るため、
五所川原市役所環境保全率先行動計画（地球温暖化対策推進実行計画）を策定しています。令和２年度までに
温室効果ガス排出量を平成27年度（基準年度）に比べ10％以上削減し、令和12年度までに40％削減する目標を
掲げています。
　令和２年度の取組状況については、次のとおりです。なお、詳しくは市ホームページに掲載しています。

問い合わせ先…環境対策課　内線2364

Ｈ27年度
（基準年度） Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 基準年度

対比（％）
令和12年度
（目標）

ガソリン 174,006 161,040 151,392 108,633 131,943 126,589 △27.25 86,108

軽油 523,169 420,186 316,525 446,733 187,524 241,549 △53.83 164,700

灯油 2,272,422 2,599,602 2,619,132 2,056,329 1,948,719 2,161,850 △4.87 1,471,357

Ａ重油 1,108,586 1,059,520 1,064,751 742,785 681,318 723,309 △34.75 492,047

ＬＰガス 81,536 96,136 79,446 69,076 68,065 38,724 △52.51 26,653

都市ガス 231,025 315,886 288,706 262,057 251,613 192,145 △16.83 135,313

電気 6,927,163 7,027,238 7,075,024 7,192,537 6,146,853 6,483,636 △6.40 4,413,456

ガソリン
走行車 6,151 5,139 4,989 5,269 4,480 4,072 △38.80 2,734

ディーゼル
走行車 2,241 1,965 2,169 2,132 1,392 996 △55.56 683

下水道処理 63,679 60,933 64,410 62,903 52,642 60,113 △5.60 40,936

温室効果ガス
排出量計 11,389,978 11,747,643 11,666,544 10,948,455 9,474,549 10,032,983 △11.91 6,833,987

【エネルギー項目別温室効果ガス排出量】 （単位：kg−CO2）

　市の事務事業で発生する温室効果ガスは、平成30年度の本庁舎改築によって各部局を集約したことから、初め
てマイナスに転じ、令和元年度は公用車の一元管理や暖冬が追い風となり、さらに−16.82％まで減少しました。
しかし、令和２年度は、厳しい寒さと降雪日が長く続いた影響によって−11.91％に抑えられています。
　項目別に温室効果ガス排出量を見ると、電気が全体の約６割を占めています。改めて「節電」に対する意識強
化を図り、可能な限り抑制していきます。

市の温室効果ガス排出量を公表します
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